
　日本国内には、類似施設も含めると、約4,000もの博
物館があるという。その内部には高尚なものから通俗な
ものまで、多種多様な「知」が収められている。昨今で
は生き残りをかけて、展示の手法に工夫を凝らした博物
館も少なくない。
　土木技術や土木工学は、人間社会の生活と密接に
かかわっているため、博物館の展示のなかには土木と
さまざまな形で関連しているものがある。道路、河川、鉄
道、電力…と社会基盤施設を思い浮かべるだけでも、
それらの進化の歴史を考えれば、展示物として十分な
価値があることが想像できる。
　博物館のなかには、土木事業を広く一般に理解して
もらうことが目的で建てられた施設もあれば、人間社会
の一部を切り抜いて表現するために、必然的に土木関
連の諸事に触れた施設も存在する。目的はどうであれ、
それらの施設は専門外の人でもわかりやすいように工
夫されているため、博物館は子どもに土木の仕事を見
せたり、自身の見識を広めるにもうってつけの場所なの
だ。
　本連載では、土木にまつわる展示を求めて全国各地
の博物館に赴き、その魅力と、一押しの展示を写真とと
もに紹介する。
　意外な博物館が、家の近くにひっそりと建っているこ
ともある。また貴重な展示が地方の小さな博物館で見
つかることもある。出張の前後にふらっと立ち寄るもよ
し、休日に家族と出かけるもよし、本連載を読者の好奇
心をくすぐる知的な小旅行のお役に立てていただけれ
ば幸いである。	 （松田曜子）
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